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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学媒体のトラックからデータマークを読み出し、
　光ピックアップユニットと前記データマークとの間の相対位置を検出し、
　前記光ピックアップユニットと前記データマークとの間の相対位置を示す位相差検出ト
ラッキング信号を生成し、
　光ピックアップユニットと前記トラックとの間の相対位置を検出し、
　前記光ピックアップユニットと前記トラックとの間の相対位置を示すメインプッシュプ
ルトラッキング信号を生成し、
　閾値周波数よりも高い周波数に対して前記位相差検出トラッキング信号の周波数成分を
フィルタリングし、
　前記閾値周波数未満の周波数に対して前記メインプッシュプルトラッキング信号の周波
数成分をフィルタリングするよう構成された光ピックアップユニットと、
　アクチュエータと、
　前記検出された相対位置の両方に基づいて、前記光ピックアップユニットを位置決めす
るよう前記アクチュエータに命令するようプログラムされたコントローラと、を備え、
　前記トラックは、ランドおよびグルーブによって規定され、前記光ピックアップユニッ
トと前記トラックとの間の相対位置を検出することは、前記光ピックアップユニットと前
記ランドおよびグルーブのエッジ間の相対位置を検出することを含み、
　前記光学媒体は光テープである、光学媒体ストレージシステム。
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【請求項２】
　前記光ピックアップユニットは、前記フィルタリングされた位相差検出トラッキング信
号と前記フィルタリングされたメインプッシュプルトラッキング信号とを組み合わせるこ
とにより、ハイブリッドトラッキング信号を生成するようさらに構成される、請求項１に
記載の光学媒体ストレージシステム。
【請求項３】
　前記コントローラは、前記ハイブリッドトラッキング信号に応じて検出された相対位置
に基づいて、前記光ピックアップユニットを位置決めするために前記アクチュエータに命
令するようさらにプログラムされる、請求項２に記載の光学媒体ストレージシステム。
【請求項４】
　光ピックアップユニットによって、前記光ピックアップユニットと光学媒体のトラック
内のデータマークとの間の相対位置を検出することと、
　前記光ピックアップユニットと前記データマークとの間の相対位置を示す位相差検出ト
ラッキング信号を生成することと、
　前記光ピックアップユニットによって、前記光ピックアップユニットと前記トラックと
の間の相対位置を検出することと、
　前記光ピックアップユニットと前記トラックとの間の相対位置を示すメインプッシュプ
ルトラッキング信号を生成することと、
　閾値周波数よりも高い周波数に対して前記位相差検出トラッキング信号の周波数成分を
フィルタリングすることと、
　前記閾値周波数未満の周波数に対する前記メインプッシュプルトラッキング信号の周波
数成分をフィルタリングすることと、
　アクチュエータによって、前記検出された相対位置の両方に基づいて前記光ピックアッ
プユニットを位置決めすることとを備え、
　前記トラックは、ランドおよびグルーブによって規定され、前記光ピックアップユニッ
トと前記トラックとの間の相対位置を検出することは、前記光ピックアップユニットと前
記ランドおよびグルーブのエッジ間の相対位置を検出することを含み、
　前記光学媒体は光テープである、光ピックアップユニットの制御方法。
【請求項５】
　前記フィルタリングされた位相差検出トラッキング信号と前記フィルタリングされたメ
インプッシュプルトラッキング信号とを組み合わせることにより、ハイブリッドトラッキ
ング信号を生成することをさらに備える、請求項４に記載の光ピックアップユニットの制
御方法。
【請求項６】
　検出された相対位置に基づいて前記光ピックアップユニットを位置決めすることは、前
記ハイブリッドトラッキング信号を処理することを含む、請求項５に記載の光ピックアッ
プユニットの制御方法。
【請求項７】
　光学媒体のトラックからデータマークを読み取るためのレーザビームを生成するように
構成されたレーザダイオードと、
　光ピックアップユニットと前記データマークとの間の相対位置を示すデータと前記光ピ
ックアップユニットと前記トラックとの間の相対位置を示すデータとを検出するように構
成された複数の検出器と、
　前記光ピックアップユニットと前記データマークとの間の相対位置を示すデータに基づ
いて位相差検出トラッキング信号を生成するように構成された回路と、
　前記光ピックアップユニットと前記トラックとの間の相対位置を示すデータに基づいて
、メインプッシュプルトラッキング信号を生成するように構成された回路と、
　閾値より大きな前記位相差検出トラッキング信号の周波数成分をフィルタリングするよ
うに構成されたフィルタと、
　前記閾値未満の前記メインプッシュプルトラッキング信号の周波数成分をフィルタリン
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グするように構成された別のフィルタと、
　前記フィルタリングされた位相差検出トラッキング信号と前記フィルタリングされたメ
インプッシュプルトラッキング信号とを組み合わせることにより、ハイブリッドトラッキ
ング信号を生成する回路と、を含む光ピックアップユニットを備え、
　前記トラックは、ランドおよびグルーブによって規定され、
　前記光ピックアップユニットと前記トラックとの間の相対位置は、前記光ピックアップ
ユニットと前記ランドおよびグルーブのエッジ間の相対位置であり、
　前記光学媒体は光テープである、光学媒体システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　技術分野
　本開示は、光学媒体のサーボシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　背景
　光学テープはデータ記憶媒体である。ある例では、それは細長片の形態をとり得、この
上にパターンを書き込むことができ、ここからパターンを読み取ることができる。光学テ
ープは、磁気テープに対してより高いデータ転送レート、より大きい記憶容量、およびア
クセス時間の短縮を促進し得る。さらに、光学テープは、テープの記録面に触れない光ピ
ックアップユニットを用いて書込および読取がなされるため、磁気テープよりも耐久性が
あり得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　概要
　光学媒体ストレージシステムは、光ピックアップユニットと、アクチュエータと、コン
トローラとを含む。光ピックアップユニットは、光学媒体のトラックからデータマークを
読み出し、光ピックアップユニットとデータマークとの間の相対位置を検出し、光ピック
アップユニットとトラックとの間の相対位置を検出する。コントローラは、検出された両
方の相対位置に基づいて、光ピックアップユニットを位置決めするようアクチュエータに
命令する。光ピックアップユニットは、光ピックアップユニットとデータマークとの間の
相対位置を示す位相差検出トラッキング信号を生成してもよい。光ピックアップユニット
は、光ピックアップユニットとトラックとの間の相対位置を示すメインプッシュプルトラ
ッキング信号を生成してもよい。光ピックアップユニットは、閾値周波数よりも高い周波
数に対して位相差検出トラッキング信号の周波数成分をフィルタリングし、閾値周波数未
満の周波数に対するメインプッシュプルトラッキング信号の周波数成分をフィルタリング
してもよい。光ピックアップユニットは、フィルタされた位相差検出トラッキング信号と
フィルタされたメインプッシュプルトラッキング信号とを組み合わせることにより、ハイ
ブリッドトラッキング信号を生成してもよい。コントローラは、ハイブリッドトラッキン
グ信号に応じて検出された相対位置に基づいて、光ピックアップユニットを位置決めする
ためにアクチュエータに命令してもよい。トラックは、ランドおよびグルーブによって規
定されてもよい。光ピックアップユニットとトラックとの間の相対位置を検出することは
、光ピックアップユニットとランドおよびグルーブのエッジとの間の相対位置を検出する
ことを含んでもよい。光学媒体は光テープであってもよい。
【０００４】
　光ピックアップユニットの制御方法は、光ピックアップユニットと光学媒体のトラック
内のデータマークとの間の相対位置を検出することと、光ピックアップユニットとトラッ
クとの間の相対位置を検出することと、検出された両方の相対位置に基づいて光ピックア
ップユニットを位置決めすることとを含んでもよい。方法はさらに、光ピックアップユニ
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ットとデータマークとの間の相対位置を示す位相差検出トラッキング信号を生成すること
を含んでもよい。この方法はさらに、光ピックアップユニットとトラックとの間の相対位
置を示すメインプッシュプルトラッキング信号を生成することを含んでもよい。この方法
はさらに、閾値周波数よりも高い周波数に対して位相差検出トラッキング信号の周波数成
分をフィルタリングすることと、閾値周波数未満の周波数に対するメインプッシュプルト
ラッキング信号の周波数成分をフィルタリングすることとを含んでもよい。この方法はさ
らに、フィルタリングされた位相差検出トラッキング信号とフィルタリングされたメイン
プッシュプルトラッキング信号とを組み合わせることにより、ハイブリッドトラッキング
信号を生成することを含んでもよい。検出された相対位置に基づいて、光ピックアップユ
ニットを位置決めすることは、ハイブリッドトラッキング信号を処理することを含んでも
よい。トラックはランドおよびグルーブによって規定されてもよい。光ピックアップユニ
ットとトラックとの間の相対位置を検出することは、光ピックアップユニットとランドお
よびグルーブのエッジとの間の相対位置を検出することを含んでもよい。光学媒体は光テ
ープであってもよい。
【０００５】
　光学媒体システムは、光ピックアップユニットを含む。光ピックアップユニットは、光
学媒体のトラックからデータマークを読み取るためのレーザビームを生成するように構成
されたレーザダイオードと、光ピックアップユニットとデータマークとの間の相対位置を
示すデータと光ピックアップユニットとトラックとの間の相対位置を示すデータとを検出
するように構成された複数の検出器と、光ピックアップユニットとデータマークとの間の
相対位置を示すデータに基づいて位相差検出トラッキング信号を生成するように構成され
た回路とを含む。光ピックアップユニットは、光ピックアップユニットとトラックとの間
の相対位置を示すデータに基づいて、メインプッシュプルトラッキング信号を生成するよ
うに構成された回路と、閾値より大きな位相差検出トラッキング信号の周波数成分を除去
するように構成されたフィルタと、閾値未満のメインプッシュプルトラッキング信号の周
波数成分を除去するように構成された別のフィルタと、ハイブリッドトラッキング信号を
生成するためにフィルタリングされた信号を結合する回路とをさらに含む。トラックはラ
ンドおよびグルーブによって規定されてもよい。光ピックアップユニットとトラックとの
間の相対位置を検出することは、光ピックアップユニットとランドおよびグルーブのエッ
ジとの間の相対位置を検出することを含んでもよい。光学媒体は光テープであってもよい
。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】リライト可能な光学媒体とメインプッシュプル（ＭＰＰ）またはラジアルプッシ
ュプルトラッキング信号を生成するように構成される光ピックアップユニットとの概略図
である。
【図２】ＭＰＰトラッキング信号の例のプロットである。
【図３】リードオンリー光学媒体と、位相差検出（ＤＰＤ）トラッキング信号を生成する
ように構成された光ピックアップユニットの概略図である。
【図４】ＤＰＤトラッキング信号の例のプロットである。
【図５】図１の光ピックアップユニットにより生成されるデータとレーザスポットの相対
位置を含むリライト可能な光学媒体の概略図である。
【図６】図５のリライト可能な光学媒体と、図３の光ピックアップユニットにより生成さ
れたレーザスポットとの相対位置を示す概略図である。
【図７Ａ】ＭＰＰおよびＤＰＤトラッキング信号を生成するように構成された光ピックア
ップユニットを含む光学システムの概略図である。
【図７Ｂ】ＭＰＰおよびＤＰＤトラッキング信号を生成するように構成された光ピックア
ップユニットを含む光学システムの概略図である。
【図８】図５のリライト可能な光媒体と図７Ｂの光ピックアップユニットによって生成さ
れたレーザスポットの間の相対位置の概略図である。
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【発明を実施するための形態】
【０００７】
　詳細な説明
　　本開示の実施形態がここに説明される。しかし、開示される実施形態は例に過ぎず、
他の実施形態はさまざまな代替の形態をとり得ることを理解すべきである。図面は必ずし
も一定の縮尺ではなく、いくつかの特徴は特定の構成要素の詳細を示すために拡大または
縮小され得る。したがって、ここに開示される具体的なインフラストラクチャおよび機能
の詳細は限定的であると解釈されるべきでなく、当業者に本発明をさまざまな方法で利用
するように教示するための代表的な基礎としてのみ解釈されるべきである。当業者によっ
て理解されるように、図面のいずれか１つに関連して図示および説明されるさまざまな特
徴は、１つ以上の他の図面に示される特徴と組み合わせられて、明示的に図示または説明
されない実施形態を生成し得る。図示される特徴の組合せによって、典型的な用途につい
ての代表的な実施形態が提供される。しかし、本開示の教示と一致する特徴のさまざまな
組合せおよび変更が、特定の用途または実現に望まれ得る。
【０００８】
　高ＴＰＩ（トラックパーインチ）の光学記憶システムでは、データの信頼性の高い検索
は、関連するトラッキングサーボシステムの性能に依存する。位置合わせの誤りはパフォ
ーマンスの低下やデータの損失を引き起こす可能性があり、これらのシステムにおける位
置合わせの誤りについての研究は、データを含むトラック上に光ヘッドを正確に位置決め
することの重要性を明らかにする。リライト可能な光学媒体のための現在のトラッキング
サーボシステムは、光ピックアップシステムの回折特性と媒体の物理フォーマットとに応
じて光ピックアップユニットにより生成された基準トラッキング信号に基づいて、認識さ
れたデータトラック上に光学ヘッドを位置づける。これらのタイプの位置決めシステムは
、典型的に、書き込まれたデータの実際の位置ではなく、基準トラッキング信号に完全に
依存している。このためこれらは、機械的および光学的サブシステムの位置ずれや光ピッ
クアップユニットごとのばらつきといったさまざまな外乱および異常のために誤った位置
合わせをトラックすることがある。光ピックアップユニットごとのばらつきは、媒体が１
つの光ピックアップユニットで書き込まれ別のユニットよって読み取られると、トラック
の位置合わせの誤りとして顕在化され、特に顕著である。
【０００９】
　図１を参照して、リライト可能な光媒体１０は、ランド１２とグルーブ１４とを含んで
もよい。当技術分野で知られているように、データは、グルーブ１４内の相変化材料から
リード／ライトされてもよい。ランド１２およびグルーブ１４は、以下に説明するように
、エッジ１６を規定し、トラッキング目的のために使用されてもよい。
【００１０】
　光学システム１８は、とりわけ、光ピックアップユニット２０を含んでもよい。ピック
アップユニット２０は、レーザビーム２２を生成するためのレーザダイオード等、四つ組
のフォトダイオード集積回路（クワッドＰＤＩＣ）検出器２４,２６,２８,３０、増幅器
（ＡＭＰ）３２,３４,３６,３８、加算（ＳＵＭ）ブロック４０,４２、差動ブロック４４
といったインフラストラクチャを含んでもよい。（当業者はこの構成を、メインプッシュ
プル（ＭＰＰ）またはラジアルプッシュプルトラッキングインフラストラクチャ４５とし
て認識するだろう。「メインプッシュプル」という表現は、例示的には、光テープまたは
光ディスク媒体のコンテキスト内で使用される。「ラジアルプッシュプル」という用語は
、例示的には、ディスク媒体のコンテキスト内で使用される。概念的な観点から、これら
の用語は、互換的に使用されてもよい。）
【００１１】
　検出器２４、２６、２８、３０からの出力は、エッジ１６の光ピックアップユニット２
０との相対的な位置を示す。出力はそれぞれ増幅器３２、３８、３６、３４、に供給され
る。増幅器３２、３４からの出力は、加算ブロック４０に供給される。増幅器３６、３８
からの出力は、加算ブロック４２に供給される。加算ブロック４０、４２からの出力は、
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差動ブロック４４に供給される。得られた出力は、ＭＰＰまたはラジアルプッシュプルト
ラッキング信号と呼ばれることができる。
【００１２】
　ＭＰＰ信号の形状は、エッジ１６と光ピックアップユニット２０との間の相対運動を反
映する。水平線の形状を有するＭＰＰ信号は、たとえば、レーザビーム２２がエッジ１６
間の中心にあること示すだろう。正弦波の形状を有するＭＰＰ信号は、たとえば、レーザ
ビーム２２がエッジ１６に対して相対的に移動していることを示すだろう。図２はそのよ
うな信号の例を示す。光学システム１８は、この動作を最小化するために、光ピックアッ
プユニット２０の位置をこのように制御しようとするだろう。
【００１３】
　図３を参照すると、リードオンリー光学媒体４６は、相変化材料に書き込まれたデータ
マーク４８を含んでもよい。（リライト可能な光媒体１０とは異なり、媒体４６は、ラン
ドとグルーブとを欠く。このため、エッジはトラッキング目的のために使用できない。）
【００１４】
　光学システム５０は、とりわけ、光ピックアップユニット５２を含んでもよい。光ピッ
クアップユニット５２は、レーザビーム５４を発生させるためのダイオードなどのような
インフラストラクチャ、クアッドＰＤＩＣ検出器５６,５８,６０,６２、増幅器（ＡＭＰ
）６４,６６,６８,７０、加算（ＳＵＭ）ブロック７２,７４、フィルタ７６,７８、比較
器８０,８２、位相検出器８４、フィルタ８６,８８、差動増幅器９０を含んでもよい。（
当業者は、この構成を差動位相検出（ＤＰＤ）トラッキングインフラストラクチャ９１と
して認識するであろう。）
【００１５】
　検出器からの出力５６、５８、６０、６２は、データマーク４８と光学ピックアップユ
ニット５２との間の相対位置を示しており、それぞれ増幅器６４、６６、６８、７０に供
給される。増幅器６４、６８からの出力は、加算ブロック７２に供給される。増幅器６６
、７０からの出力は、加算ブロック７４に供給される。加算ブロック７２からの出力は、
フィルタ７６、比較器８０、位相検出器８４、フィルタ８６を通って差動増幅器９０への
経路をたどる。同様に、加算ブロック７４からの出力は、フィルタ７８、比較器８２、位
相検出器８４、フィルタ８８を通って差動増幅器９０への経路をたどる。出力結果は、Ｄ
ＰＤトラッキング信号と呼ばれることができる。
【００１６】
　ＤＰＤ信号の形状は、データマーク４８と光ピックアップユニット５２との間の相対運
動を反映する。水平線の形状を有するＤＰＤ信号は、たとえば、レーザビーム５４がデー
タマーク４８間の中心にあることを示すだろう。鋸波の形状を有するＤＰＤ信号は、たと
えば、レーザビーム５４がデータマーク４８に対して相対的に移動していることを示すだ
ろう。図４はそのような信号の例を示す。光学システム５０は、この動作を最小化するた
めに、光ピックアップユニット５２の位置をこのように制御しようとするだろう。
【００１７】
　図５を参照すると、光テープといったリライト可能な光学媒体９２は、ランド９４とグ
ルーブ９６とを含んでもよい。ランド９４とグルーブ９６とは、エッジ９８を規定する。
データマーク１００は、グルーブ９６内の相変化材料に書き込まれている。しかしデータ
マーク１００は、エッジ９８の間の中心に位置していない。すなわち、データは、これら
は、グルーブ９６の中心からオフセットされている。このようなオフセットは、前述した
ようなデータマーク１００の書き込みに使用される光学システムの、位置ずれ、キャリブ
レーションのずれなどから生じ得る。
【００１８】
　図１の光学システム１８のような光学システムは、データマーク１００を読み取るため
に使用されてもよい。しかし上記で説明したように、光学システム１８は、ＭＰＰまたは
ラジアルプッシュプルトラッキング技術を使用しているため、データマーク１００の位置
にかかわらず、エッジ９８間でレーザビーム２２を中心にしようとする。レーザビーム２
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２とデータマーク１００との間のこの位置ずれは、データ読み出し処理を妨げる可能性が
ある。
【００１９】
　図６を参照すると、図３の光学システム５０といった光学システムは、データマーク１
００を読み取るために使用することができる。しかし上述のとおり、光学システム５０は
、ＤＰＤトラッキング技術を使用しているため、エッジ９８の位置にかかわらずレーザビ
ーム５４をデータマーク１００の中心にしようとする。ＤＰＤトラッキング技術は、しか
しながら、高周波数外乱にはよく反応しない。光学システム５０を介して供給される光テ
ープ９２は、高周波のレーザビーム５４に対しての横方向のテープの動き（テープの移動
方向に対して垂直な動き）を受け得る。したがって、光テープ９２は、光学システム５０
によって使用されるＤＰＤトラッキング技術がそのような動作を補正できるよりも速く、
レーザビーム５４から離れて横方向に移動し得る。そして、レーザビーム５４をデータマ
ーク１００に対してジャンプさせ得る。光テープ９２は、レーザビーム５４とデータマー
ク１００との間のこの外乱は、データ読み出し処理を妨げる可能性がある。
【００２０】
　図７Ａおよび図７Ｂを参照すると、光学システム１０２は、光ピックアップユニット１
０４と、コントローラ１０６と、光ピックアップユニットアクチュエータ１０８とを含む
。光ピックアップユニット１０４により生成された信号１０８は、コントローラ１０６に
よって処理され、光学媒体に対して光ピックアップユニット１０４を位置決めするアクチ
ュエータ１０８によって使用される。
【００２１】
　光ピックアップユニット１０４は、レーザビーム１１０を生成するために、ダイオード
等といったインフラストラクチャと、クアッドＰＤＩＣ検出器１１２、１１４、１１６、
１１８と、加算ブロック１２０と、ＭＰＰトラッキングインフラストラクチャ１２２と、
ハイパスフィルタ１２４と、ＤＰＤトラッキングインフラストラクチャ１２６と、ローパ
スフィルタ１２８と、加算ブロック１３０とを含んでもよい。ＭＰＰトラッキングインフ
ラストラクチャ１２２は、図１のＭＰＰトラッキングインフラストラクチャ４５と同様で
ある。ＤＰＤトラッキングインフラストラクチャ１２６は、図３のＤＰＤトラッキングイ
ンフラストラクチャ９１と同様である。その他の光ピックアップユニットアーキテクチャ
も、もちろん可能である。
【００２２】
　ライト動作（図７Ａを参照）の間、ＤＰＤトラッキングインフラストラクチャ１２６と
ローパスフィルタ１２８は、アクティブではない。レーザビーム１１０によって光学媒体
（図示せず）から（すなわち、検出されたランドとグルーブのインフラストラクチャに応
じて）検出されたエッジに応じて生成された信号は、アクチュエータ１０８からのフィー
ドバック信号と共に加算ブロック１２０に供給される。得られた信号は、ＭＰＰトラッキ
ングインフラストラクチャ１２２に供給される。ＭＰＰトラッキングインフラストラクチ
ャ１２２によるＭＰＰトラッキング信号出力は、レーザビーム１１０の位置を光媒体のエ
ッジ間の中心に置かれるよう維持することを試みるためにアクチュエータ１０８の動作を
制御するためのコントローラ１０６によって使用されてもよい。
【００２３】
　リード動作時（図７Ｂ参照）、光学媒体（図示せず）からレーザビーム１１０によって
検出されたデータに応じて生成された信号は、加算ブロック１２０とＤＰＤトラッキング
インフラストラクチャ１２６を介してＭＰＰトラッキングインフラストラクチャ１２２に
供給される。ＭＰＰトラッキングインフラストラクチャ１２２によるＭＰＰトラッキング
信号出力の低周波数成分は、ハイパスフィルタ１２４によってフィルタリングされてもよ
い。たとえば、３００ヘルツ未満のＭＰＰトラッキング信号の周波数成分はハイパスフィ
ルタ１２４によってフィルタリングされてもよい。（他の閾値周波数が、媒体特性および
他の設計パラメータに応じて使用されてもよい。最適な閾値周波数は試験、シミュレーシ
ョン等を介して決定されてもよい。）ＤＰＤトラッキングインフラストラクチャ１２６に
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よるＤＰＤトラッキング信号出力の高周波数成分は、ローパスフィルタ１２８によってフ
ィルタリングされてもよい。たとえば、３００ヘルツを超えるＭＰＰトラッキング信号の
周波数成分はローパスフィルタ１２８によってフィルタリングされてもよい。（上述のよ
うに、他の閾値周波数を使用してもよい。）トラッキング信号はその後、加算ブロック１
３０に供給される。得られたハイブリッドＭＰＰ／ＤＰＤトラッキング信号は、光媒体の
エッジに対するレーザビーム１１０の相対位置および光媒体のデータマークに対するレー
ザビーム１１０の相対位置に基づいてレーザビーム１１０の位置を維持することを試みる
ために、アクチュエータ１０８の動作を制御するためのコントローラ１０６によって使用
されてもよい。
【００２４】
　図８を参照して、図７Ａおよび図７Ｂの光学システム１０２は、データマークを読み取
るために使用することができる。上記で説明したように、光学システム１０２は、レーザ
ビーム１１０のエッジ９８との間の相対位置およびデータマーク１００とレーザビーム１
１０との間の相対位置に基づいて、光ピックアップユニット１０４の位置の制御を試みる
だろう。（図５を参照して説明した）ＭＰＰトラッキング技術、または（図６を参照して
説明した）ＤＰＤトラッキング技術の排他的使用に対して、ハイブリッドアプローチは、
グルーブ９６の中心に対してのデータマーク１００のオフセットを考慮可能であり、同時
に、テープの動きの方向に対する光テープ９２の横方向移動を補正可能である。
【００２５】
　グルーブ９６の中心に対するデータマーク１００内のオフセットは、このようなオフセ
ットの「ＤＣ」および低周波性のためＤＰＤトラッキング信号に関連する低周波成分内に
捕捉され得る。このようなオフセットの大きさは、媒体の拡張セクションにわたって比較
的一定であるので、高周波成分は、それを捕捉するために必要とされない。光テープ９２
の横方向の運動は、一方で、比較的に不安定なので、ＭＰＰトラッキング信号に関連付け
られた高周波成分に最も捕捉され得る。すなわち、ＭＰＰトラッキング信号の低周波成分
は、エッジ９８とレーザビーム１１０との間の相対運動を捕捉するために必要とされない
。
【００２６】
　例示的な実施形態が上述されたが、これらの実施形態は、特許請求の範囲に包含される
全ての可能な形態を説明することを意図するものではない。ＤＰＤおよびＭＰＰ以外のト
ラッキング技術が、たとえば、使用されてもよい。光ピックアップユニットと光ピックア
ップユニットによって読み取られるデータマークとの間の相対位置を示すデータを捕捉し
得る任意のトラッキング技術が、使用されてもよい。同様に、光ピックアップユニットお
よび光ピックアップユニットによって読み取られる光学媒体のいくつかの物理的特性との
間の相対位置を示すデータを補足することができる、差動プッシュプルトラッキングとい
った、任意のトラッキング技術が使用されてもよい。さらに、識別または整合フィルタ手
法といった、データマークに対する光ピックアップユニットの相対位置や所望の光学媒体
の物理的特性などを示すデータを処理するために、ハイパスおよびローパスフィルタリン
グ技術以外のフィルタリング技術が使用されてもよい。
【００２７】
　明細書中に用いられる用語は限定ではなく説明の用語であり、開示の思想および範囲か
ら逸脱することなくさまざまな変更がなされ得ると理解される。上述のように、さまざま
な実施形態の特徴を組み合わせて、明示的に説明または図示され得ない本発明のさらなる
実施形態が形成され得る。さまざまな実施形態は、１つ以上の所望の特性に関して他の実
施形態または先行技術の実現に対して利点を提供するとして、または好ましいとして説明
されたかもしれないが、当業者は、具体的な用途および実現に依存する所望の全体的なシ
ステム属性を達成するために１つ以上の特徴または特性が損なわれ得ることを認識する。
これらの属性は、コスト、強度、耐久性、ライフサイクルコスト、市場性、外見、パッケ
ージング、サイズ、サービス性、重量、製造性、組立容易性等を含み得るが、これらに限
定されない。したがって、１つ以上の特性に関して他の実施形態または先行技術の実現よ
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され得る。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７Ａ】

【図７Ｂ】 【図８】
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